
演
者
は
昭
和
五
十
九
年
八
月
、
水
戸
市
内
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
碑
を
解

読
し
、
こ
れ
は
斬
首
刑
者
を
官
許
を
得
て
解
体
観
臓
し
た
碑
で
あ
る
こ
と
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
碑
面
の
文
字
は
す
べ
て
で
九
十
六
字
で
左
記
の

通
り
で
あ
る
。

寛
政
十
二
年
庚
申
四
月
廿
六
日
盗
善
次
郎

処
斬
蓋
其
為
盗
三
季
臓
財
凡
七
百
余
種
云

同
人
晉
議
請
官
解
体
観
其
臓
鳴
呼
悪
性
之

人
不
足
言
只
其
筋
骨
府
蔵
之
観
是
吾
輩
善

師
友
不
能
不
惣
然
乃
拾
収
其
骨
節
皮
肉
講

座
之
細
谷
徳
大
山
妙
法
寺
中
薦
香
花
以
弔

其
魂
云

こ
れ
に
つ
き
若
干
の
考
察
を
加
え
る
と

一
、
水
戸
藩
に
お
け
る
解
体
観
臓
〈
西
紀
一
八
○
○
年
（
寛
政
十
二
年
）
に

実
施
さ
れ
た
こ
と
。

二
、
解
体
観
臓
に
従
事
し
た
氏
名
は
目
下
不
明
で
あ
る
か
官
許
に
よ
り
数
名

の
医
師
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
。

三
、
医
師
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
に
則
り
、
屍
体
を
提
供
し
た
死
刑
囚

を
師
友
と
仰
ぎ
、
事
後
鄭
重
に
葬
り
、
慰
霊
の
碑
を
か
ね
て
観
臓
の
事
突

を
後
世
に
の
こ
し
た
。

一
／
、
Ｊ
ｌ
ｆ
リ
グ
、
〆
、
ノ
ー
ノ
、
ｆ
ｊ
〆
、
Ｊ
、
ノ
ｑ
ｉ
ｆ
１
‐
、
，
一

一
例
会
講
演
要
旨
一

〉
イ
ー
く
ノ
ー
く
、
ｆ
ｊ
１
Ｊ
、
ｒ
，
、
く
ｊ
、
ｆ
１
Ｉ
、
ｌ
》

水
戸
の
解
体
観
臓
碑
に
つ
い
て

石
島
弘

（
そ
の
ご

『
医
心
方
』
に
あ
る
養
生
と
い
う
言
葉
が
、
我
国
の
一
般
庶
民
に
、
い

つ
、
ど
の
様
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
を
、
近
世
に
お
け
る

上
方
町
人
の
代
表
で
、
江
戸
時
代
初
期
に
京
都
と
江
戸
で
開
店
し
た
三
井
の

越
後
屋
を
モ
デ
ル
に
え
ら
び
調
査
研
究
し
た
。

越
後
屋
で
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
、
貝
原
益
軒
の
『
養
生
訓
』

を
参
考
に
し
て
、
健
康
に
関
す
る
単
行
の
式
目
（
家
法
）
「
養
生
式
」
が
つ

く
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
、
越
後
屋
は
養
生
を
ど
の
様
に

取
扱
っ
て
き
た
か
‐
こ
れ
を
第
一
の
テ
ー
↓
、
と
し
て
調
査
研
究
し
た
結
果
、

次
の
様
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

イ
、
江
戸
越
後
屋
で
は
開
店
三
年
目
の
延
宝
三
年
二
六
七
五
）
に
、
健

康
注
意
項
目
四
ケ
条
を
含
む
店
式
目
が
発
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
中
国
医
学
の

柱
で
あ
る
灸
、
薬
へ
鍼
を
そ
の
ま
ま
取
入
れ
て
お
り
、
養
性
と
書
い
て
い
る

点
も
注
目
さ
れ
る
。
作
製
者
は
三
井
八
郎
兵
衛
高
利
で
あ
る
。

ロ
、
延
宝
三
年
の
江
戸
店
式
目
以
降
、
宝
永
、
正
徳
、
享
保
の
年
間
に
、

健
康
注
意
の
具
体
的
な
追
加
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
み
な
、
高
利
の
息
子
達

四
、
こ
の
解
体
観
臓
は
日
本
の
解
剖
学
史
上
第
二
十
五
番
目
の
挙
で
あ
る
こ

と
と
記
録
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。

一
一

越
後
屋
と
養
生

中
西
淳
朗

442（146）


